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研究計画内容 【研究背景】 

大学生の多くは、活動範囲や活動時間が高校生に比べて拡大してくる。こうした環境の変

化の中で大学生の不規則、不摂生な生活は、健康面にも何らかの影響を及ぼすことが考え

られる。大学生にこそ健康教育の充実を図っていかなければならないといえる。そこで私

たちは健康を保ちつつ生活満足度も向上させるような大学生の生活スタイルを提案した

い。甲南生にターゲットを絞り、生活満足度と健康状態を把握するためのアンケートを実

施し、健康を維持しつつ生活満足度を高めるにはどのようにすればよいのかについて調べ

たいと考えた。 

 

【研究内容】 

私たちは、先行研究を参考に健康と生活満足度（自分の現在の生活に満足しているか）に

ついて、研究を進める。アンケートでは、生活に満足しているかの問いに加え、生活習慣

アンケートを実施する。その生活習慣に関する質問の結果を先行研究の健康基準の定義に

当てはめ、健康か不健康か判断する。調査した結果から、健康かつ満足度の高い甲南生を

参考に、生活満足度の低い甲南生の課題を突き止める。この課題から、今後どのような取

組みや改善が必要になるのかを明らかにしてゆく。 

 

【期待される効果】 

上記で述べたアンケートを通して甲南生の健康・生活満足度と生活習慣の関係を理解し、

甲南生はより健康的かつ満足度の高い生活を送ることができる。今後、より満足した生活

を送るために、どのような改善を行うべきか、何を行うことで生活満足度が上昇するのか

など、明らかにする。そして研究結果より、健康状態になるための取り組むべき課題を突

き止めることができる。この研究を通して、甲南生がより健康的で満足した生活を送り、

より楽しい大学生活を過ごすことができるのではと考える。 
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